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研究成果の概要（和文）： 

一般に群集は多数の希少種を含む。コア種偶来種仮説はこのような希少種の過大さを説明す

る仮説である。急傾斜の岩礁上の中潮帯の固着生物群集を対象に、出現潮位と出現季節に基づ

き全種をコア種と偶来種に峻別し、仮説から導きだされる 5 つの予測があてはまるかどうかを

検証した。結果はツーリスト種仮説の予測すべてを支持した。このことは、この群集における

種の出現の時空間パターンの理解においてニッチ概念が中心的な役割を担うことを強く示唆し

ている。 
 
研究成果の概要（英文）： 

In general, communities contain large number of rare species. The core and occasional 
species hypothesis, a major explanation of such excess of rare species, is not yet rigorously 
tested empirically. I tested five predictions arising from the hypothesis for mid-intertidal 
sessile assemblages locating on steep rock slopes by partitioning all species into core 
species and occasional species basing on their response to tidal height and seasons. The 
results support all of the hypothesis predictions, emphasizing that the niche concept is the 
central in understanding the spatiotemporal patterns in species occurrence in the 
assemblages. 
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１．研究開始当初の背景 

 

理論上、同一の資源を利用する多種の共存

には２つの異なるメカニズムが働く必要が

ある。一つ目は、種内より種間で競争が弱く

なるように種間で生態的特性が異なること

（安定化メカニズム）である。具体例として

ニッチの違いがあげられる。二つ目は種間で

競争能力や生態的特性の違いが小さいとい

うこと（等質化メカニズム）である。ちなみ

に生態的中立説はこのメカニズムだけが働

く場合を仮定した共存のモデルである。 

現実の群集では、これら２つの共存メカニ

ズムは同時に働き、その相対的重要性はさま

ざまに変異しているだろう。共存する種間で

のニッチ分化や、環境異質性が多様性を増加

させることは安定化メカニズムの重要性を

示す実例である。その一方で、野外群集では、

形態や生態が極めて類似した近縁種（たとえ

ば複数の同胞種）が混生することも珍しくな

い。このような状況では、等質化メカニズム

が重要な役割を果たしていると考えられる。 

しかしながら、これまでの実証研究では、

2 つの共存メカニズムのどちらかしか評価さ

れていない。近年さまざまな群集で試みられ

ている中立説の検証は、群集構造が等質化メ

カニズムだけで説明可能かを確かめただけ

で、安定化メカニズムとの相対的重要性は明

らかにしてはいない。最近、理論研究では、

両メカニズムの相対的重要性を評価する方

法が提案されたが、これは環境に時間変動の

ある実際の群集には適用できない。 

 

２．研究の目的 

 

本研究では、岩礁潮間帯の固着生物群集を

モデルシステムに取り上げ、局所群集の動態

に及ぼす安定化メカニズムと等質化メカニ

ズムの相対的重要性を評価する。 

 
３．研究の方法 

 

（1）野外調査 

本邦北太平洋岸の 3地域(北海道東部、北

海道南西部、三陸)で、各地域に 5 海岸、各

海岸の 5 岩礁を対象としている。調査間隔は

約 3ヵ月ごとで、群集調査方法は

Wootton(2005)と同じであり、2002 年から継

続している。 

 

（2）ロトカボルテラ拡張モデルによる個体

群動態の解析 

この解析は、群集内のある種の個体群動態

を、自種と残りの種すべて(超種)の個体群密

度を用いて表現し、安定化メカニズムと等質

化メカニズムの相対的重要性を表すパラメ

ータの推定を行うという方法である(Adler 

et al. 2007)。この方法を優占種のアバンダ

ンスデータに適用し、安定化効果のある動態

モデルと安定化効果のないモデル(中立モデ

ル)をあてはめ、DIC で双方のモデルの適合の

程度を比較することで、安定化効果の有効性

を評価した。 

 

 



（3）コア種－偶来種仮説の検証 

ロトカボルテラ拡張モデルによる個体群動

態の解析では、モデルの適合性が悪く安定化

メカニズムと等質化メカニズムの相対的重要

性をうまく評価することはできなかった。そ

の原因として、他種との相互作用の仕方や動

態のメカニズムが異なる種によって群集が構

成されている可能性が考えられる。そのこと

を説明する有力な仮説のひとつがコア種－偶

来種仮説である。これは、群集はコア種群（そ

の場所の環境が生存に適している種）と偶来

種群からなり、両種群間で出現パターンやア

バンダンス、共存機構などが対照的に異なる

という考え方である。そこで中潮位の固着生

物群集を対象に、出現種を生息潮位と生息季

節を基準にコア種と偶来種に分け、仮説から

導きだされる5つの予測が支持されるかでコ

ア種－偶来種仮説を検証した。 

 

（4）コア種の動態へのロトカボルテラ拡張

モデルによる解析 

コア種－偶来種仮説の検証の結果、岩礁潮

間帯の固着生物群集は、おもに潮位に沿った

ニッチの違いに対応したコア種と偶来種から

構成され、後者は主にマスエフェクトを通し

て前者と共存していることがわかった。そこ

で、コア種同士の共存における安定化メカニ

ズムと等質化メカニズムの重要性を明らかに

することにした。コア種の出現頻度分布は明

瞭な二峰型となるので、出現頻度の高い方の

峰を構成する３種を対象に、先に述べたロト

カボルテラ拡張モデルによる個体群動態の解

析を行い、安定化メカニズムと等質化メカニ

ズムの重要性を検討した。 

 

 

 

 

４．研究成果 

 

(1)ロトカボルテラ拡張モデルによる個体群

動態の解析 

中立モデルより安定化モデルのほうが若

干あてはまりは良い傾向が認められた。しか

し、両者の差は不明瞭で、多くの場合、安定

化メカニズムと等質化メカニズムの相対的

重要性を表す指数は、ゼロとは有意差が認め

られなかった。つまり、このアプローチでは

群集動態をうまく記述することができない

といえる。以上から、安定化メカニズムと等

質化メカニズムの相対的重要性を評価する

にはまったく別の視点で群集を捉えなおす

必要があると判断した。 

 

（2）コア種－偶来種仮説の検証 

中潮位の固着生物群集を対象に、出現種を

生息潮位と生息季節を基準にコア種と偶来種

に分けたところ、出現した全41種のうち、コ

ア種は7種にすぎなかった。また、仮説から導

きだされる5つの予測のすべてがはっきりと

支持された。以上の結果は、岩礁潮間帯の固

着生物群集は、おもに潮位に沿ったニッチの

違いに対応したコア種と偶来種から構成され、

後者は主にマスエフェクトを通して前者と共

存していることを明白に示している。 

 

（3）コア種の動態へのロトカボルテラ拡張

モデルによる解析 

コア種３種の個体群動態は、ロトカボルテ

ラ拡張モデルによって記述できた。そして、

パラメータの推定値から、これらの種間の共

存には、安定化効果が強く作用していること

が明らかとなった。 

 

 

 



（4）結論 

本研究の最大の成果は、従来の研究では、

明確な証拠が得られていなかったコア種－

偶来種仮説を検証する方法が示された点に

ある。このことにより、少なくとも岩礁潮間

帯の固着生物群集の動態を理解するうえで

コア種偶来種仮説が有効であることが明ら

かになった。そして、この群集は、潮位に沿

ったニッチの違いに対応したコア種と偶来

種から構成され、後者は主にマスエフェクト

を通して前者と共存していること、一方、コ

ア種間の共存には安定化効果が強く作用し

ていることが明らかとなった。 
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